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～予算規模～ 

会 計 名 予 算 額 前年度予算額 前年比 

一 般 会 計 93億 7,505万円 92億 9,430万円 0.9％ 

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 1０憶 304万円 11億 4,183万円 ▲12.2％ 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億 4,599万円 1億 4,336万円 1.8％ 

介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 7億 1,566万円 6億 9,525万円 2.9％ 

介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 特 別 会 計 759万円 718万円 5.7％ 

簡 易 水 道 事 業 会 計 5億 8,59４万円 5億 5,704万円 5.2％ 

下 水 道 事 業 会 計 4億 6,880万円 4億 8,594万円 ▲3.5％ 

個 別 排 水 処 理 事 業 会 計 4,555万円 4,44３万円 2.5％ 

合  計 123億 4,76２万円 123億 6,933万円  

○簡易水道、下水道及び個別排水処理事業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額 

 

～一般会計予算の内訳～ 

歳 入 予 算 歳 出 予 算 

区  分 予 算 額 構成比 区  分 予 算 額 構成比 

町税 10億 6,427万円 11.3％ 議会費 5,124万円 0.5％ 

地方譲与税 2億 3,377万円 2.5％ 総務費 9億 3,393万円 10.0％ 

各交付金等 2億 3,910万円 2.5％ 民生費 13億 1,479万円 14.0％ 

地方交付税 42億 4,520万円 45.3％ 衛生費 6億 6,534万円 7.1％ 

分担金及び負担金 1億  91万円 1.1％ 労働費 6万円 0.1％ 

使用料及び手数料 2億 1,485万円 2.3％ 農林水産業費 10億 7,824万円 11.5％ 

国庫支出金 8億 8,837万円 9.5％ 商工費 1億 2,080万円 1.3％ 

道支出金 5億 2,180万円 5.6％ 土木費 6億 7,831万円 7.2％ 

財産収入 9,953万円 1.1％ 消防費 4億 7,060万円 5.0％ 

寄附金 1億 5,000万円 1.6％ 教育費 10億 810万円 10.7％ 

繰入金 4億 7,163万円 5.0％ 公債費 16億 4,186万円 17.5％ 

諸収入 3億 2,612万円 3.5％ 職員給与費 14億 678万円 15.0％ 

町債 8億 1,950万円 8.7％ 予備費 500万円 0.1％ 

合  計 93億 7,505万円 100.0% 合  計 93億 7,505万円 100.0% 
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～町税の状況～ 

区  分 予 算 額 町民１人あたり 前年度予算額 前年比 

個人町民税 3億 9,782万円 61,764円 3億 5,960万円 10.6％ 

法人町民税 6,908万円 10,725円 5,839万円  18.3％ 

固定資産税 5億  267万円 78,042円 4億 8,156万円 4.4％ 

 うち国有資産等交付金 350万円 543円 353万円 ▲0.8％ 

軽自動車税 3,333万円 5,174円 3,285万円  1.5％ 

町たばこ税 6,137万円 9,528円 6,303万円  ▲2.6％ 

合  計 10億 6,427万円 165,234円 9億 9,543 万円 6.9％ 

 

～地方交付税等の状況～ 

区  分 予 算 額 町民１人あたり 前年度予算額 前年比 

地方交付税 42億 4,520万円 659,090円 39億 3,229万円 8.0％ 

 うち普通交付税  39億 6,770万円 616,007円 36億 5,479万円 8.6％ 

 うち特別交付税 2億 7,750万円 43,083円 2億 7,750万円 0.0％ 

臨時財政対策債 0万円 0円 1,036万円 皆減 

合  計 42億 4,520万円 659,090円 39億 4,265万円  7.7％ 

 

～性質別経費の内訳～ 

区 分 当初予算額 構成比 町民１人あたり 備    考 

人件費 14億 5,121万円 15.5％ 225,308円 議員報酬、職員給与等 

物件費 21億 9,223万円 23.4％ 340,356円 事務費、施設管理委託等 

維持補修費 1億 7,469万円 1.9％ 27,122円 施設維持補修費、道路維持費等 

扶助費 4億 5,409万円 4.8％ 70,500円 自立支援給付費、医療費扶助、児童手当等 

補助費等 18億 2,446万円 19.4％ 283,257円 
補助・交付金、公営企業会計補助金・負担

金、消防組合負担金等 

普通建設 
事業費 

12億 3,209万円 13.1％ 191,289円 
総合支所冷房設備等整備、農業構造改善セ

ンター大規模改修、橋りょう整備、土地改

良、森林保全等 

公債費 16億 4,186万円 17.5％ 254,908円 町債償還費 

積立金 8,395万円 0.9％ 13,034円 基金積立金 

繰出金 3億 1,547万円 3.4％ 48,978円 公営事業会計繰出金 

予備費 500万円 0.1％ 776円  

合 計 93億 7,505万円 100.0% 1,455,527円  
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～基金の状況～

【一般会計】 （単位：千円）

R５年度末 R６年度末 R７年度末

残　 　高 残高見込み 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

1,316,375 1,228,874 3,983 199,533 1,033,324

357,437 357,445 894 358,339

その他特定目的基金 3,690,301 3,509,725 79,073 272,100 3,316,698

公共施設等整備基金 1,614,904 1,486,248 4,529 81,000 1,409,777

地域福祉・医療基金 595,892 603,908 41,576 98,000 547,484

網走湖環境改善対策基金 50,002 50,003 126 50,129

学校教育施設建設基金 100,249 100,318 251 100,569

地域振興基金 1,132,121 1,083,306 54,700 1,028,606

子ども未来づくり教育基金 120,141 109,813 301 12,000 98,114

森林環境譲与税基金 27,653 32,986 32,166 21,900 43,252

女満別空港活性化基金 49,339 43,143 124 4,500 38,767

5,364,113 5,096,044 83,950 471,633 4,708,361

57,768 57,769 1 57,770

57,768 57,769 1 57,770

5,421,881 5,153,813 83,951 471,633 4,766,131

【特別会計】 （単位：千円）

R５年度末 R６年度末 R７年度末

残　　 高 残高見込み 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

42,019 38,716 85 38,801

72,836 60,441 159 28,243 32,357

114,855 99,157 244 28,243 71,158

【北海道市町村備荒資金組合納付金】 （単位：千円）

R５年度末 R６年度末 R７年度末

残　　 高 残高見込み 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

300,000 300,000 300,000

465,363 469,934 4,509 6,931 467,512

765,363 769,934 4,509 6,931 767,512

介護保険基金

基金の名称
R７年度中増減見込み

財政調整基金

減債基金

積立基金計

奨学基金

運用基金計

合　　計

基金の名称
R７年度中増減見込み

国民健康保険基金

合　　計

合　　計

名　　称
R７年度中増減見込み

普通納付金

超過納付金
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～町債の状況～

【一般会計】 （単位：千円）

Ｒ5年度末 Ｒ 6 年 度 末 Ｒ 7 年 度 Ｒ 7 年 度 末

現   在   高 現在高見込額 借入見込額 元　金 利　子 現在高見込額

公共 50,887 40,925 8,752 156 32,173

防災・減災・国土強靭化 128,500 128,500 2,293 687 126,207

公営住宅 379,541 335,738 11,200 51,257 3,154 295,681

災害復旧 56,530 39,305 17,234 9 22,071

緊急防災・減災 21,180 11,955 3,298 30 8,657

公共施設等適正管理 12,200 12,200

学校教育 402,105 383,020 20,672 1,670 362,348

一般単独

一般補助施設 3,641,019 3,399,398 241,621 15,759 3,157,777

地方道路等 6,765 2,854 2,854 47

合併特例 2,310,733 2,202,588 92,000 264,243 12,345 2,030,345

緊急浚渫推進 161,200 258,521 11,391 2,111 247,130

緊急自然災害防止対策 9,700 9,700 35,000 68 44,700

デジタル活用推進 35,600 35,600

過疎対策 6,698,309 7,052,343 633,500 667,492 35,264 7,018,351

財源対策 1,332 565 565 9

減税補てん 3,822 1,824 1,307 1 517

減収補てん 23,929 22,528 1,402 13 21,126

臨時財政対策 2,381,199 2,120,602 246,947 5,412 1,873,655

その他 200,397 179,923 18,333 3,591 161,590

計 16,477,148 16,190,289 819,500 1,559,661 80,326 15,450,128

【簡易水道事業会計】 （単位：千円）

Ｒ5年度末 Ｒ 6 年 度 末 Ｒ 7 年 度 Ｒ 7 年 度 末

現   在   高 現在高見込額 借入見込額 元　金 利　子 現在高見込額

簡易水道 980,473 975,963 101,400 75,153 15,010 1,002,210

過疎対策 228,863 276,619 99,900 19,772 2,268 356,747

計 1,209,336 1,252,582 201,300 94,925 17,278 1,358,957

【下水道事業会計】 （単位：千円）

Ｒ5年度末 Ｒ 6 年 度 末 Ｒ 7 年 度 Ｒ 7 年 度 末

現   在   高 現在高見込額 借入見込額 元　金 利　子 現在高見込額

下水道 462,284 367,872 18,700 76,265 4,681 310,307

過疎対策 66,728 70,685 17,900 5,570 431 83,015

資本費平準化 387,000 370,740 12,300 35,235 2,312 347,805

計 916,012 809,297 48,900 117,070 7,424 741,127

【個別排水処理事業会計】 （単位：千円）

Ｒ5年度末 Ｒ 6 年 度 末 Ｒ 7 年 度 Ｒ 7 年 度 末

現   在   高 現在高見込額 借入見込額 元　金 利　子 現在高見込額

個別排水処理 108,019 94,044 14,919 1,682 79,125

事業
Ｒ7年度償還見込額

事業
Ｒ7年度償還見込額

事業
Ｒ7年度償還見込額

事業
Ｒ7年度償還見込額
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～前年度予算との比較～
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～財政指標～

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

決  　算 決  　算 決算見込み 当　 初

財政力指数

　地方交付税の算定に用い
た基準財政収入額を基準財
政需要額で除して得た数値
で、標準的な行政運営をす
るにあたって自主財源でま
かなえる額の割合を示して
います。

0.243 0.243 0.247 0.243

経常収支比率

　経常的に支払わなければ
ならない経費に経常的に収
入できる財源を使っている
割合で、町の財政がどれだ
け柔軟性をもっているかを
示しています。

87.9% 90.8% 91.8% 92.0%

実質公債費比率

　町債償還に充てた一般財
源を一般財源総額で除した
数値に、特別会計の町債償
還のための繰出金や一部事
務組合への公債費負担金、
債務負担行為に基づく支出
のうち公債費に準ずるもの
等の公債費類似経費等を加
算した比率で、町の会計全
体での債務の割合を示して
います。

10.0% 9.6% 9.5% 9.8%

解　　　　説項　　目

87.9%

90.8% 91.8% 92.0%

10.0% 9.6% 9.5% 9.8%

0.243 0.243
0.247
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75.0%

100.0%

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

経常収支比率 実質公債費比率 財政力指数

比率 指数経常収支比率

財政力指数

実質公債費比率
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～主な事業の内容～
 

農林業の振興

◆ビーンズフェスタ開催事業 86万円

◆土づくり対策事業 122万円

◆農業関係資金対策事業 273万円

・農業振興資金、農業経営基盤強化資金

・農業担い手応援資金

・平成28年激甚災害に係る農業経営緊急支援資金

◆有害鳥獣侵入防止対策事業 317万円

◆中山間地域等直接支払事業 2,349万円

◆環境保全型農業直接支援対策事業 2,319万円

◆地場産品販売促進事業 235万円

◆病害虫対策事業 258万円

◆農業後継者育成対策事業 113万円

■ にぎわいひろがる産業のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　適性施肥を可能として地力向上の推進を図るための土壌診断経費の一部を
支援します。

　農業関係資金の適正な融資及び利子補給により、農業経営の安定と発展を
図ります。

　農作物の保護のため設置したエゾ鹿侵入防止フェンスの維持管理を行いま
す。また、有害鳥獣による被害対策として電気柵等に対する農協の補助金に
町からの補助金を上乗せして、取組農業者に支援を行います。

　国土保全及び多面的機能維持のため、平地地域との生産条件格差分を直接
地域管理組合に支払い、活動を支援します。

　有機農業や減肥料・減農薬などの環境保全効果の高い営農活動に取り組む
農業者に対して支援します。

　 農業生産に影響を及ぼす病害虫の侵入・まん延を防止するため、ジャガイ
モシストセンチュウ類に対する土壌検診、低減効果の高い対抗植物であるト
マト野生種の導入に対し支援を行います。

　地域農業担い手の育成確保とパートナー対策では担い手育成センターが中
心となり、関係機関・団体と連携し協力しながら進めます。

　豆類を取り扱う施設として道内最大のオホーツクビーンズファクトリーに
おいて、豆をメインとした講演や施設見学、農業機械の紹介など、豆の主産
地として広くPRするイベントを開催します。

　地元農産品及び加工特産品のPRと販売を促進します。

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略①
ひとを
育む

２０年記念
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◆農業構造改善センター大規模改修事業 2億810万円

◆ひがしもこと乳酪館空調機器等整備事業 640万円

◆あばしり和牛優良血統形成事業 33万円

◆女満別東部高台２地区水利施設等保全高度化事業 6,844万円

・区画整理、農業用排水路

◆東藻琴山麓第２地区草地畜産基盤整備事業 2,625万円

・草地の不陸、傾斜、排水不良を解消するための区画整理

　

◆女満別本郷２地区農地整備事業 5,788万円

・区画整理、農業用排水路

◆女満別南部２地区水利施設等保全高度化事業 1,182万円

・畑地かんがい施設整備

◆河川整備事業 3,500万円

◆東藻琴北地区水利施設等保全高度化事業 1,836万円

・区画整理、農業用排水路

◆東幹線本郷地区水利施設等保全高度化事業 788万円

　国営事業で整備された、普通河川女満別川の護岸ブロック、流入工の補修
を行い、災害の発生を予防します。

　東藻琴地区における草地畜産基盤整備を進めます。

　本郷地区の用水路改修について、施設管理者である網走川土地改良区に支
援を行い、受益者の負担軽減を図ります。

　女満別農業構造改善センターの長寿命化・予防保全を図り、また、快適に
より幅広い層の方が利用しやすいような環境整備を図るために、大規模改修
工事を実施します。

　黒毛和種の優良血統の導入、他地域への優良血統の流出防止、和牛の資質
向上を図るため、ゲノム検査実施費用やゲノム評価の高い繁殖雌牛の導入更
新に対し支援を行います。

　良質なチーズを製造するため、経年劣化したチーズ熟成庫の空調機器を更
新するとともに、湿度調整ができる除湿乾燥機を導入します。

　朝日、巴沢、日進、開陽地区における農業基盤整備を進めます。

　西倉、大進、明生地区における農業基盤整備を進めます。

　本郷地区における農業基盤整備を進めます。

　大東、大成、中央、巴沢地区における農業基盤整備を進めます。
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◆東藻琴中地区水利施設等保全高度化事業 10万円

◆女満別湖南昭和第２地区水利施設等保全高度化事業 62万円

◆古梅地区基幹水利施設管理事業 1,230万円

◆美女地区基幹水利施設管理事業 876万円

◆農業水路等長寿命化・防災減災事業 4,022万円

◆農地耕作条件改善事業 5,200万円

◆農業農村多面的機能支払交付金事業 1億9,687万円

◆水利施設管理強化事業 602万円

◆畑作等促進整備事業 500万円

　湖南、昭和地区における農業基盤整備を進めます。
　令和7年度は、区画整理、農業用道路に係る事業申請のための調査を実施
します。

　農業・農村が有する多面的機能を維持するため、農地・用排水路・農道な
どの農業用資源の保全管理の取組みを行い、地域の共同活動に対して支援し
ます。

　千草、上東、旭台、新富地区における農業基盤整備を進めます。
　令和7年度は、区画整理、農業用排水路整備等の事業申請のための調査を
実施します。

　本郷排水機場の適正な維持管理を実施し、湛水に伴う生産の低下、農作業
の非効率性を解消し、農業経営の安定と地域農業の振興を図ります。

・豊住第２地区
　　国営農地再編整備事業豊住地区で整備した排水路道路横断ＢＯＸ部の
　柵渠板に腐食が発生し農作業機械の運行に支障をきたしていることから、
　再整備工事を実施します。

・田中幹線地区
　　ゲート分解整備を行い、施設の長寿命化を図ります。

　大成４地区の農業用排水管路の更新を行い、排水機能の保全を図ります。

　豊住排水機場、豊住地域用排水路等の国営造成施設を管理している網走川
土地改良区に対し維持管理費の支援を行います。

　巴沢地区に防除用多目的給水栓を設置するため、用地測量を行います。

　古梅ダム、畑地かんがい施設の適正な維持管理を実施し、かんがい用水の
安定した供給を確保し、農業生産性の向上と農業経営の安定化を図ります。

・南部地区
   　機能保全計画を基に道営畑地かんがい用水路内の付帯施設の補修工事を
　行い施設の機能保全を図ります。
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◆有害鳥獣駆除推進事業 602万円

◆豊かな森づくり推進事業 1,449万円

◆緑豊かな森づくり事業 1,163万円

◆公有林管理育成事業 4,174万円

水産業の振興

◆水産業振興事業 297万円

観光産業の振興

◆ひまわり作付事業 152万円

・空港周辺

◆芝桜まつり開催事業 450万円

◆ふるさとまつり開催事業 200万円

・駆除従事者育成のため、狩猟免許の取得、鉄砲所持の許可などに要する
　経費の一部支援

　町民の安全を確保するとともに農林業被害の軽減を図るため、有害鳥獣の
駆除を実施します。

・エゾシカの駆除処理に要する経費の一部支援

・鳥獣被害対策実施隊による駆除活動の実施

・ヒグマ用箱ワナの更新

　緑とチーズの里ふれあいパークを会場に、ロール転がし大会、各種イベン
トの開催や特産品販売により、地場産業の活性化と町民交流を図ります。

　森林整備計画に基づく造林事業に対し、経費の一部を支援します。

　計画的な森林整備を推進するため、下刈や地拵え、除間伐の保育事業及び
造林事業に要する経費の負担軽減を図ります。

　計画的な町有林の整備を実施し､財産の保全と森林の多面的機能の高度発揮
を図ります。より効率的・効果的に事業を実施するため、ドローンによる資
源量分析を導入します。

・造林、下刈、間伐、択伐、除伐、野ねずみ駆除

　芝桜公園を会場に、芝桜の開花時期に合わせてステージイベントや各種イ
ベントを開催し、誘客促進を図ります。

　網走湖における水産業振興を図るため、西網走漁業協同組合が行う網走湖
有用資源・水質環境調査やシジミの資源安定化に対し支援します。

　観光資源として広く定着しつつあるひまわりを植栽し、農村景観を創出し
ます。

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む
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◆朝日ヶ丘公園管理事業 2,163万円

◆観光夏まつり開催事業 567万円

商業・サービス業の振興

◆中小企業振興資金利子補給事業 300万円

◆商工会助成事業 2,220万円

◆住宅リフォーム促進事業 600万円

◆ポイントカード事業 90万円

◆起業化支援事業 300万円

◆事業継続支援事業 150万円

◆物価高騰対策事業 3,515万円

　物価高騰の影響を受けた全町民に、町内で利用できるクーポン券を発行
し、生活を支援するとともに、町内の消費喚起を図ります。

　住宅の安全性、耐久性及び居住性の向上を図り、町内に住み続けていただ
くために必要な住環境を確保するため、住宅リフォームに要する費用の一部
を支援します。

　計画的な起業、創業を図る事業者に対する経費の一部を支援し、新たな企
業と雇用の創出を図ります。

　町内で営んでいる中小企業者等の事業の継続に資する経費の一部を支援
し、地域の活性化を図ります。

　網走湖女満別湖畔を会場に、水上花火大会や北海道ドラゴンボート競技大
会を開催し、地場産業の活性化と町民交流を図ります。

　商工業者の経営安定を図るため、振興資金の利子補給を行います。

　商工業振興に資する事業を行う商工会に対する助成や、商工会が行うプレ
ミアム商品券の発行の支援、歌謡ショーの支援を行い町内の消費拡大と経済
の活性化を図ります。

　観光振興と憩いの場及び健康推進の場として、朝日ヶ丘公園パークゴルフ
場の利用促進を図ります。

　地域における消費活動の円滑かつ効果的な循環と活性化を図るため、そ
らっきーポイントカード事業に対して支援します。

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略②
ひとを

呼び込む

２０年記念
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工業・地場産業の振興

◆企業誘致対策事業 66万円

保健・医療体制の充実

◆圏域医療対策事業 2,197万円

◆電話健康相談事業 165万円

◆患者輸送車運行事業 349万円

◆女満別中央病院医療環境等充実事業 1億282万円

◆医療・介護従事者等確保事業 630万円

◆母子保健事業 728万円

　東藻琴地区の各集落から東藻琴診療所まで患者の送迎を実施し、通院患者
の利便性の確保を図ります。

　24時間年中無休で医師、看護師、保健師等有資格者による健康・医療・介
護・育児の相談事業を実施します。

　町内の医療・介護施設における人手不足の解消と、資格取得促進による人
材育成を推進するため、医療等従事者の確保や定着を図る施設に対し、対象
経費の一部を支援します。

　母子及び乳児・幼児の健康保持や健康増進を図るため、適切な助言・指導
や助成等継続的な支援を行います。

■ あたたかさあふれる福祉のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　網走及び美幌地域における休日当番医制や救急医療、網走脳神経外科医
療・斜網地域の周産期医療の確保のため、経費の一部を負担します。

　企業、事業所の誘致に向けて情報収集を行うほか、外国人労働者が暮らし
やすい地域づくりに取り組むことで、誘致体制の充実を図ります。

・不妊治療費等（先進医療・交通費）助成、不育症治療費助成

　基幹病院である女満別中央病院が実施する救急医療体制や医療従事者、療
養型病床の確保に係る経費の一部を支援します。また、全自動散薬分包機の
更新に係る経費等を支援し、医療提供体制の充実を図ります。

・家庭訪問、乳幼児健診、妊婦健診、両親学級、新生児聴覚検査、産後
　ケア、産婦健康診査、妊産婦健診等交通費助成、育児学級、１か月児
　健診費用助成等

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略①
ひとを
育む
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◆各種疾病予防対策事業 2,104万円

◆健康増進事業 1,063万円

◆後期高齢者保健事業 282万円

地域福祉の推進

◆社会福祉協議会助成事業 8,420万円

◆福祉バス運行事業 998万円

◆高齢者等移動支援事業 1,417万円

子育て支援の推進

◆ひとり親家庭等医療費助成事業 171万円

◆養育医療給付事業 62万円

　生涯にわたって健康で豊かな生活が実現できるよう自ら主体的に取り組む
健康づくり、病気の早期発見・重症化予防のための支援を行います。

　地域の福祉活動の拠点として役割を果たしている社会福祉協議会の管理運
営に係る経費、福祉団体の育成、就労支援及び障がい福祉サービス（就労・
相談）の実施、放課後等デイサービス実施に向けた経費を支援します。

・家庭訪問指導、健康相談、健康教育、各種がん検診、肝炎ウイルス
　検査、歯周疾患検診、骨粗しょう症検診、エキノコックス症検診、
　脳ドック、禁煙外来治療費助成、血圧計購入費助成

　正常な新生児に比べて疾病にかかりやすい重症未熟児に対し、養育に必要
な医療の給付を行い、健康管理と健全な育成を図ります。

　福祉関係団体や高齢者が実施する事業等に対して福祉バスを運行し、福祉
の向上、社会参加の促進を図ります。

　高齢者や重度の障がいのある人の外出機会を創出するため、タクシーを利
用した場合に運賃の一部を助成し、移動手段の確保により生きがいづくりや
通院、買い物等を支援します。

　後期高齢者の生活習慣病の早期発見・重症化予防のため、後期高齢者健診
に心電図検査・眼底検査等特定健診項目を追加するとともに、積極的に受診
勧奨に努めます。

　疾病予防対策を推進するために、各種疾病のワクチン接種の助成等を行い
ます。

・BCG、肺炎球菌、麻しん・風しん混合、五種混合、二種混合、水痘、
　子宮頸がん、インフルエンザ、日本脳炎、B型肝炎、ロタウイルス、
　新型コロナウイルス、帯状疱疹

　ひとり親家庭等の医療費自己負担分の一部を支援することにより、健康の
保持及び福祉の増進を図ります。

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略②
ひとを

呼び込む
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◆児童手当扶助事業 1億3,446万円

◆子ども医療費助成事業 2,357万円

◆子ども・子育て支援事業 2億6,814万円

◆児童センター・児童クラブ等管理運営事業 4,760万円

◆子育て支援アプリ情報配信サービス事業 26万円

高齢者福祉の推進

◆高齢者世帯熱中症対策事業 100万円

◆緊急通報システム設置事業 279万円

◆健康福祉まつり事業 398万円

　一人暮らしの高齢者や身体に障がいのある人等の急病や非常時に迅速な救
援体制がとれるよう、緊急通報システムを設置・運用します。

　子育て支援アプリ「そらベビ」を活用し、子育てに関する多種多様な情報
を発信し、不安なく、楽しみながら子育てができるよう支援します。

　家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代を担う児童の健全な育
成及び資質の向上に資するため、児童を養育している方を支援します。

　高校生世代までの医療費自己負担分を支援することにより、疾病の早期診
断と早期治療を促進し、健康管理と健全な育成を図ります。

　子育て家庭等に対する相談指導や児童に健全な遊び場を提供し、健康増進
や情操を豊かにするとともに運動に親しむ習慣を形成し、児童の心と身体の
健康づくりを推進します。
　放課後、家庭に保護者のいない児童に、家庭に代わって適切な遊びや生活
の場を提供し、安全の確保と健全な育成を図ります。

　認定こども園めまんべつ及び認定こども園ひがしもことへ運営費の給付、
一時預かり事業（一般型・幼稚園型）、延長保育事業、病児保育事業を実施
し、安心して子育てができるよう支援します。
　また、認定こども園等に通園する園児の保護者に対して給食費を補助し、
子育て家庭の経済的負担軽減を図ります。	
　妊娠期から子育て期にわたるまでの様々なニーズに対して子育て世代包括
支援センターにおいて、相談支援を行います。出産・子育て応援給付金を交
付し、出産、育児に関する経済的負担を軽減します。

　75歳以上の高齢者を招待し長寿をお祝いし、高齢者福祉と健康についての
関心と理解を深めていただけるよう開催するとともに、社会に貢献してこら
れた労をねぎらい、77歳、88歳、99歳の方々に敬老褒賞を贈ります。

  熱中症の対策として、高齢者や身体に障がいがある人のみの非課税世帯に
対しエアコンや冷風機等の購入費用を支援します。

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略①
ひとを
育む

２０年記念
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◆介護保険利用者負担軽減措置事業 280万円

◆包括的支援住宅生活援助員派遣事業【介護保険事業特別会計】 3,272万円

◆認知症総合支援事業【介護保険事業特別会計】 388万円

◆配食サービス事業【介護保険事業特別会計】 236万円

◆除雪援助事業【介護保険事業特別会計】 191万円

◆見守りネット事業【介護保険事業特別会計】 881万円

障がい者（児）福祉の推進

◆心身障がい者福祉事業 1,007万円

◆障がい者福祉施設運営事業 525万円

　大雪時の除雪サービスの実施や除雪委託に係る費用の一部を助成し、住み
慣れた地域で安心して生活できるように支援します。

　一人暮らし高齢者・高齢夫婦世帯等の実態把握や安否確認、相談支援を行
うため訪問員が訪問し、住み慣れた地域で安心して生活できるように支援し
ます。

　介護保険利用者のうち生計困難と認められる方が介護サービスを利用する
場合に、サービス提供者が実施する利用者負担額の一部減免に対し支援しま
す。

　高齢者世話付住宅や生活支援ハウスに居住する方が安心して生活できるよ
う、相談・緊急時の援助等を行う生活援助員を派遣します。

　認知症になっても本人の意思が尊重され、住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けるため、認知症地域支援推進員を配置し、地域の支援体制の構築を図
ります。

　栄養改善が必要な高齢者に対する支援と見守りを行い、住み慣れた地域で
安心して生活できるように配食サービスを実施します。

　心身障がいのある人が自ら障がいを克服し、健常者とともに生活できるよ
う障がいの診断、訓練、治療のための旅費助成や発達支援センターの運営経
費負担等を行います。
　７５歳以上の人が、ＪＲやバスを利用して町外の医療機関に通院した場合
の交通費の一部を支援します。
　福祉車両1台を購入し、障がい福祉サービス事業を実施している社会福祉
協議会に対して、車両の貸し付けを行います。

　障がいのある人が地域で安心して暮らせるよう、社会的自立に向けた生活
援助や就労に向けた訓練等を行う障がい者福祉センターちあふるの管理運営
を行います。

総合戦略②
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◆障がい者福祉職親事業 55万円

◆障害者総合支援事業 2億6,963万円

◆重度心身障害者医療費助成事業 1,039万円

社会保障の充実

　 　　　 ◆国民健康保険事業　 特別会計予算　10億304万円

   　      ◆後期高齢者医療事業 特別会計予算　1億4,599万円

　　　　 ◆介護保険事業 特別会計予算　7億1,566万円

    　     ◆介護サービス事業 特別会計予算　759万円

　要介護、要支援状態になっても、住み慣れた地域で最期まで暮らし続けら
れるよう、介護保険サービスや地域支援事業を包括的に実施します。

　国民健康保険法に基づき、加入者から国民健康保険税の負担をいただき、
医療費の一部を給付することによって医療費負担の軽減を図り、安心して医
療を受けられるように取り組みます。
　データヘルス計画に基づき、特定健診等の受診率を向上させることを通し
て、生活習慣病の発症や重症化予防に力を入れるとともに、加入者の健康の
保持・推進に努めます。

　75歳以上（一定の障がいのある人は６５歳以上）の方の医療費の一部を給
付し、医療費負担の軽減を図ります。運営は、北海道後期高齢者医療広域連
合が行い、町は、住民の利便性を確保するため、申請書の受付等の窓口業務
や保険料の徴収業務を行います。

　重度の心身障がいのある人の医療費自己負担分の一部を支援することによ
り、健康の保持及び福祉の増進を図ります。

　介護保険の認定結果が要支援１・２と判定された方に対して、要介護状態
に移行することを予防し介護予防サービスを円滑に利用するため、介護予防
ケアマネジメントを実施します。

　障がいのある人が一定期間町内事業所等に通所して社会適応訓練を行うこ
とで、地域における障がい者雇用意識を醸成するとともに、就労先や訓練先
の拡大と社会的自立を支援します。

　障がいのある人に介護又は訓練等のサービスを提供し、適切な支援を行い
ます。
　障がいのある人の高齢化・重度化や親亡き後を見据え、様々な支援を切れ
目なく提供できる仕組みとして、居住支援機能と地域支援機能の２つの機能
を持ち合わせた「地域生活支援拠点」の整備と併せて、地域における相談支
援の中核的な役割を担う「基幹相談支援センター」を広域（網走市・大空
町・小清水町・斜里町・清里町）で設置し、地域で安心して暮らせるように
支援します。

総合戦略②
ひとを

呼び込む
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学校教育の充実

◆小・中学校教育振興事業 6,541万円

◆小学校施設更新事業 1億885万円

・校舎体育館照明ＬＥＤ化工事（女満別小学校）

・温風暖房機更新工事（東藻琴小学校）

◆町立学校教職員用端末更新事業 367万円

　東藻琴中学校（16台）、大空高等学校（16台）

　総事業費　3,163万円

◆高校通学対策助成事業 163万円

◆ＧＩＧＡスクール事業 1,164万円

◆部活動あり方検討事業 48万円

◆入学資金借入金利子助成事業 36万円

　交通環境の実情に鑑み、町外高等学校（網走東学区）へ就学するための多
額な通学交通費及び下宿費の一部を支援し、保護者の負担を軽減します。

　中学校生徒数の減少に伴い、中学校における部活動の持続が厳しさを増す
中、令和６年度に立ち上げた検討協議会において、地域への移行も含めた今
後の大空町の部活動の在り方について協議・検討していきます。

・女満別小学校（33台）、東藻琴小学校（20台）、女満別中学校（18台）

　ＩＣＴ機器の効果的活用を一層推進するため、教育用ソフト（ドリル教材
等）の導入を継続します。また、就学援助の認定世帯でインターネット接続
環境がない世帯を対象に、モバイルルーターを無償で貸与します。

・教材整備、就学援助、特別支援教育就学奨励
・補助教諭、特別支援教育支援員の配置
・学校図書館司書
・地域コーディネーター
・教育現場のニーズに応じた外国語指導助手の適正配置
・芸術文化鑑賞事業の実施

　大学等への入学に必要な資金を借り入れた保護者に対して利子等の一部を
支援し、教育機会の確保及び充実を図ります。

■ いきがいはぐくむ学びのまちづくり　　　　　　　　　　　　　　

　新学習指導要領に基づいた教育活動を展開するとともに、大空町独自の特
色ある教育活動を実践します。

　両地区小学校の老朽化等に伴う施設の更新工事を行います。

　町立学校教職員用の校務パソコンがＯＳのサポート期間満了となることか
ら端末の更新を行います。
　また購入については、北海道市町村備荒資金組合の譲渡事業を活用し、費
用の負担年度を平準化（５年間）します。

総合戦略④
ひとを活かす
ひとが輝く

総合戦略④
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◆奨学金返済支援事業 100万円

◆スクールバス運行事業 9,401万円

・女満別地区６路線、東藻琴地区６路線

・スクールバス（東藻琴地区１台）の更新

◆大空高等学校魅力化推進事業 1,500万円

・地域みらい留学参加負担金

・地域学校協働活動補助金

・留学支援助成金

◆大空高等学校交流拠点施設整備事業 1,364万円

◆大空高等学校交流拠点施設管理事業 4,926万円

◆学校給食費補助事業 2,272万円

◆学校給食センター管理運営事業 3,517万円

　大空高等学校交流拠点施設の整備が完了し、寮の機能が旧寄宿舎から移行
したことから、老朽化が進んでいる大空高等学校生徒寄宿舎（緑友寮）を解
体するための実施設計を行います。

　遠距離通学児童・生徒の登下校対策及び学校行事等教育上の目的のため、
スクールバスを運行します。
　また、一般住民の混乗や女満別と東藻琴間を結ぶ地域間バスの運行など多
様な運行を行います。

　町内事業所等の就業者確保とＵＩＪターン促進のため、町内に居住し町内
で働く方に対して、奨学金返済額の一部を支援し、町内への居住と就業の誘
導を図ります。

　生徒寄宿舎としての機能のほか、大空高等学校の生徒と地域内外の人材が
交流を通じて学ぶことのできる場として施設を活用し、高等学校を核とした
人材育成と地域づくりの実践により町の活性化を図ります。

　地場産食材を活用した「ふるさと給食」の提供を継続し、安全で安心な学
校給食を提供します。

　町内の小学校又は中学校に在籍する児童生徒の保護者に対して学校給食費
を補助し、子育て家庭の経済的負担軽減を図ります。

　大空高等学校を地域振興の核と位置づけ、地域全体で町の創り手を育成す
る機運を醸成します。公設塾の運営や、地域住民との連携のほか、全国募集
のため地域みらい留学に参画し、魅力ある高校づくりを推進します。

総合戦略①
ひとを
育む

総合戦略③
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生涯学習の推進

◆高齢者教育振興事業 　75万円

◆姉妹都市・友好町教育交流事業 388万円

生涯スポーツの振興

◆スポーツ活動振興事業 777万円

・もこと山ふきおろしマラソン大会の開催

・スポーツ縁日、各種スポーツ大会の開催

・スポーツ協会やスポーツ少年団活動への助成

・体育・文化振興補助金

◆オリンピアン事業 106万円

◆体育施設改修事業 7,140万円

・女満別武道館屋上防水改修工事

・東藻琴スキー場照明ＬＥＤ化工事

・女満別B&G海洋センタープール改修工事

青少年の健全育成

◆青少年育成協会補助事業 4,922万円

◆子ども放課後週末活動支援事業 126万円

　世界の第一線で活躍したアスリートによるスポーツ体験教室や講演会を通
してスポーツの楽しさや魅力を伝え、運動や健康づくりに取り組む意欲の醸
成を図ります。

　スポーツ活動を通じ、健康づくり、体力づくりの普及と意識の高揚を図り
ます。

　町内の小学５年生を対象とした東京都稲城市との教育交流及び町内の中学
２年生を対象とした熊本県氷川町との教育交流を推進します。

　高齢者大学を通じ、地域参加や世代間交流、学習活動を推進します。

　老朽化が進む体育施設の長寿命化を図るため、改修工事を実施します。

　民間の事業者を活用し、芸術文化活動の推進と青少年の健全育成の推進を
図ります。

　町内の全小学生を対象とした安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を
設け、地域の方々の参画を得て、子どもたちと共に学習やスポーツ・文化活
動、地域住民との交流・体験活動を実施します。

総合戦略②
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文化財の保護

◆女満別湿生植物群落保全対策事業 207万円

市街地・住環境の整備

◆総合支所冷房設備等整備事業 9,695万円

◆町営住宅維持補修事業 1,980万円

◆町営住宅解体事業 2,278万円

道路ネットワークの整備

◆除雪機械整備事業 7,931万円

　老朽化している除雪機械の更新を行います。

・ロータリ除雪車　　1台

◆開陽中央線道路整備事業 2,070万円

・概略設計　L=6.8km

◆橋梁補修等事業 1億5,130万円

・橋梁近接目視点検　30橋

・橋梁補修設計　　　 1橋

・橋梁補修工事　　　 1橋　豊郷橋

　国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落の保全対策を講じる
ために、関係機関との協議・調整を図ります。

　総合支所の利便性、機能性向上のため、エアコン設備を設置するとともに
非常用照明等の改修工事を実施し、施設の長寿命化を図ります。

■ ゆたかさうるおう生活のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　橋梁長寿命化修繕計画に基づき点検を実施し、補修工事を進めます。

　未改良区間の整備計画の基礎資料作成のため、概略設計を実施します。

　既存住宅の機能向上を図るため、平成４年に建築した西ノンキーハイツ’
９２の屋根・外壁の改修工事を実施します。

　老朽化した公園団地町営住宅４８戸を解体するために必要な実施設計を行
います。
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公共交通網の充実

◆地域公共交通対策事業 394万円

◆女満別空港新規就航路線利用促進補助事業 10万円

◆女満別空港利用促進事業 459万円

◆女満別空港運航支援事業 40万円

◆冬季誘客促進事業 100万円

上下水道の整備

◆合併処理浄化槽設置整備事業 670万円

◆簡易水道事業 2億1,510万円

・調査設計（管路設計Ｌ=11,410m、機器更新設計）

・水道施設建設工事（水位計、流量計、ポンプ等）

◆下水道事業 6,430万円

・調査設計（改築更新工事詳細設計）

・下水道汚水管設置工事　Ｌ=80m

・改築更新工事（制御盤、コンデンサ、ポンプ）

　定期路線の開設や機材の大型化などに対して補助を行い、空港利用の拡大
を図ります。

　女満別空港の利用拡大と地域経済の回復を図るため、効果的な冬季誘客促
進事業を行います。

・水道管路整備工事　Ｌ=1,111m

　生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、住宅に設置する浄化
槽設置費用及び単独浄化槽からの転換費用の一部を支援します。

　劣化した電気設備、機械設備の更新を行います。また、近年漏水事故が
あった水道管路の布設替えを行います。

　汚水管の設置等による供用拡大を行います。また、下水道ストックマネジ
メント計画に基づき、電気設備、機械設備の更新を行います。

　地域生活を支える公共交通を維持するため、路線バス事業者に支援を行う
ほか、鉄道利用者への運賃助成など利用促進を図ります。
　地域公共交通の現状や町民等のニーズ等を把握し、この地域に適した公共
交通の維持・確保を地域全体で考える場として、地域公共交通会議を設置し
ます。

　女満別空港周辺の自治体や関係機関等と連携し、路線の拡大や利便性の向
上、利用促進を図るプロモーション活動などを行います。

　女満別空港に就航するLCC路線の定着支援の一環として、町民が利用する
際の運賃助成を行います。
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◆個別排水処理事業 1,686万円

生活環境の整備

◆花いっぱい運動推進事業 354万円

◆廃屋等解体撤去推進事業 414万円

◆エキノコックス対策事業 114万円

◆ごみ処理事業 2億1,255万円

◆リサイクル推進事業 3,791万円

消防・救急・防災対策の充実

◆災害対策事務費 240万円

◆河川防災ステーション管理費 1,742万円

   キツネが主たる媒介動物となる「エキノコックス症」の対策を講じ、感染
の無い安全で自然と共生するまちづくりを目指します。
　隔年でキツネの糞便検査による感染状況調査を行っています。令和７年度
は調査を実施する年になっています。

　ごみの分別収集の徹底や重機を使った埋め立てごみの減容処理、破砕処理
等を行い、廃棄物焼却処理施設及び最終処分場の効率的かつ適正な運用によ
りごみ処理を行います。
　また、津別町との生ごみ堆肥化処理を継続するほか、斜網ブロックにおい
て広域処理を行う一般廃棄物の中間処理施設整備に向けた調査・検討を進め
ます。

　空港前や主要な道路、公共施設等に花を植えて、明るく華やかな町のイ
メージアップを行います。

　個別排水処理施設の適正な維持管理を行い、農村地区の生活環境の保全に
努めます。

   放置され周辺住環境等と景観を悪化させている建物で、危険を及ぼすおそ
れのあるもの又は将来その可能性のあるものを解体撤去する場合に費用の一
部を支援します。

　災害発生時の適切な行動力を培うための防災訓練等を実施するなど、災害
から町民を守るための災害対策の推進を図ります。

　網走川水系の洪水被害を最小限とするため、災害時の緊急復旧活動を行う
上で必要な資材の備蓄整備など、災害時の活動拠点となる大空地区河川防災
ステーション開設のため、必要備品購入等の準備を進めます。

　リサイクルセンターを中核として資源の有効活用や再資源化処理を行い、
ごみの減量化を推進します。

総合戦略②
ひとを

呼び込む
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◆網走地区消防組合負担金 4億4,952万円

交通安全・防犯体制・消費者対策の充実

◆犯罪被害者等支援事業 46万円

◆高齢者運転免許自主返納支援事業 90万円

◆交通安全防犯推進委員会補助金 80万円

コミュニティ活動の促進

◆自治会運営費交付金 1,002万円

◆住民活動推進事業 1,149万円

◆自治会活動支援交付金 190万円

◆ふるさと応援寄附金事業 7,634万円

　犯罪被害者等が受けた被害の早期の回復又は軽減を図り、安全で安心して
暮らすことができるよう支援します。

　住民の生命と財産及び安心・安全な生活を守るため、網走地区消防組合に
対し、消防本部、大空消防署、女満別消防団及び東藻琴消防団の経費を負担
します。
　令和７年度は、大空町２０年記念として女満別消防団・東藻琴消防団の合
同演習を開催し、消防団加入促進及び防火ＰＲ活動の取組みを図ります。
　また、年々増加している救急出動に対応するため、老朽化が進んできた高
規格救急車を更新します。救急車に積載している各種資機材も更新し、高度
な救急サービスの向上、総合的な消防力強化を図ります。

　単位自治会の自主的活動の支援を行い、自治会活動の促進を図ります。

　交通安全・防犯・暴力追放の全町的な活動を支援し、住民の安心・安全を
確保します。

■ ふれあいつながる協働のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地域活動の中心となる自治会の運営を支援します。

　大東公民館建設工事の実施設計と既存施設の解体設計を行います。

　高齢者による交通事故の減少を目的に、運転免許を自主返納した高齢者に
対し支援します。

　ご寄附をいただいた方へ特産品等の特典を贈呈し、地域の産業振興や知名
度の向上を図ります。

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略②
ひとを

呼び込む

２０年記念
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◆移住定住促進事業 3,648万円

・定住をサポートする会との移住定住支援

◆地域職業紹介事業 121万円

◆地域活性化推進事業 1,681万円

◆地域ブランディング事業 1,287万円

◆大空町２０年記念事業 245万円

情報ネットワークの整備

◆行政事務情報化事業 2億3,981万円

◆戸籍住民基本台帳管理事業 1,231万円

　戸籍システムの標準化への移行と氏名の振り仮名記載への対応を引き続き
進めます。

　子育て世代の移住を促進するために働く場所を確保するとともに、後継者
のいない町内事業所の事業承継を地域おこし協力隊制度を活用し推進しま
す。

　大空町の魅力発信を強化し、関係人口の創出に取り組むとともに、仕事や
空き家利用を含む住居等の総合的な相談支援の実施と定住支援策の充実によ
り、移住・定住人口の維持、拡大を図ります。

・住宅新築助成、住宅準備助成、継続就業助成、空き家利活用助成

　地域産業の振興と雇用拡大の推進を図るため、町内事業者や求職者へのサ
ポートを行うための「無料職業紹介所」を設置します。

　地域活性化企業人を活用し、大空町の価値や魅力の「再発見・新発見」と
言語化に取組み、大空町の認知度向上を図ります。大空町ブランドの確立
と、行ってみたい・住んでみたいと思う人を増やすことを目指します。

　大空町は令和８年３月３１日に合併２０年を迎えます。令和７年度は節目
の年として、町民の皆さんと合併２０年をお祝いするとともに、さらなる飛
躍のために各種記念行事を開催します。

・ＮＨＫおかあさんといっしょ宅配便「ファンターネ！小劇場」講演
・大空町２０年記念特別番組制作

　住民記録・税・福祉などの住民サービス提供に必要な情報を扱う総合行政
情報システムのほか、内部情報システム等の各種業務システムの適切な管
理・運用を行います。また、国が進めている自治体情報システムの標準化・
共通化への対応を進めます。

総合戦略②
ひとを

呼び込む

総合戦略③
活力を

産み出す

総合戦略②
ひとを

呼び込む

２０年記念
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町民と行政との協働

◆行政改革・ＤＸ推進事業 9,890万円

◆広報広聴事業 1,594万円

◆総合計画策定事業 786万円

◆ゼロカーボン推進事業 2,485万円

◆地域情報配信事業 492万円

◆元気づくり応援事業 200万円

◆地方創生推進事業 271万円

　町内で再生可能エネルギーの導入が適している場所、適さない場所の区域
設定を行い、地域と調和した再生可能エネルギー導入を目指します。

　総合計画策定事業と連携して、地方版総合戦略（第３期）を策定します。

　職員の意見聴取・業務可視化を経て見えてきた共通の問題をもとに課題解
決策としてＤＸ推進モデルを構築し、行政サービスについてデジタル技術や
データを活用して町民等の利便性向上及び業務効率化を図ります。外部人材
を活用、連携しながら全庁横断的に自治体ＤＸ推進を目指します。

　広報誌やホームページ、ＳＮＳ、コミュニティＦＭなどの多様な伝達手段
がある中で、それぞれの特性を活かした効果的な活用を図り、町民ニーズに
応じた町政情報を広く発信するとともに町外に向けても町の魅力を発信しま
す。また、ふれあいトーク（町政懇談会）や町長へのメール、ふれあい意見
箱などにより町民の要望や意見など生の声を聴き、まちづくりに反映させる
ための広聴事業の充実を図ります。

　現行の第２次総合計画が最終年度を迎えることから、これまで積み重ねて
きた施策などを振り返り、新たなまちづくりの指針となる「第３次総合計
画」の策定を行います。

　ボリュームとスピードを備えた町専用アプリ「そらナビ」を運用し、アプ
リの普及定着に向けたダウンロードの促進を図りながら、緊急情報や行政情
報など様々な地域情報の配信を行います。

　個性豊かな地域づくりと優れた人材を育成するため、町民が自主的・主体
的に行う文化や産業など様々な分野での活動を支援します。

総合戦略④
ひとを活かす
ひとが輝く

総合戦略④
ひとを活かす
ひとが輝く
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◆姉妹都市・友好町交流事業 177万円

◆統計調査事務費 588万円

令和7年度　主な調査一覧

・国勢調査

・学校基本調査

・２０年記念姉妹都市（稲城市）交流
　将来的に住民同士の交流が生まれるきっかけとなるよう、お互いの市・町
を訪問し、双方を知ったり、イベント等を通じて交流したりする機会を創出
します。
・２０年記念友好町（氷川町）交流
　友好町交流２０年を記念して、両町のゆるキャラ「ひかりん（氷川町）」
と「そらっきー」を一対とした記念品を製作し氷川町に寄贈します。

２０年記念
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